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第
１
回
通
常
総
代
会 

開
催

一
層
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
て

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、
平
成
28
年
５
月

24
日
、
第
１
回
通
常
総
代
会
を
福
島
市
飯

坂
町
の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
で
開
催
し

ま
し
た
。

齋
藤
勝
利
組
合
長
が
「
今
般
の
合
併
に

関
し
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
対

し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
で

発
足
70
周
年
を
迎
え
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体

は
、
一
貫
し
て
農
業
経
営
の
安
定
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。
新
組
合
の
発
足
を
機
に
、

財
務
基
盤
の
強
化
を
図
り
一
層
効
率
的
な

運
営
を
目
指
し
な
が
ら
、
組
合
員
皆
さ
ま

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
事
業
を
展

開
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓

の
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
、
杉
山
純
一
福

島
県
議
会
議
長
、
太
田
豊
秋
福
島
県
農
業

会
議
会
長
、
髙
橋
博
全
国
農
業
共
済
協
会

長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

議
長
に
は
、
福
島
市
の
佐
久
間
英
明
総

代
が
選
任
さ
れ
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告

や
平
成
28
年
度
事
業
計
画
な
ど
13
議
案
を

審
議
。
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
任
意
共
済
事

業
推
進
功
績
者
、
家
畜
多
頭
飼
養
優
良
畜

産
農
家
、
農
業
共
済
団
体
職
員
永
年
勤
続

者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総代数	 285 名

　本人出席	200 名

　書面出席	 80 名

出席者合計	280 名

内堀雅雄	福島県知事

杉山純一	福島県議会議長

太田豊秋	福島県農業会議会長

齋藤勝利	組合長

髙橋博	全国農業共済協会長
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　通常総代会に提出され可決承認された全議案
議案第 １ 号	 平成 27年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案及び
	 不足金処理案の承認について
	 ▶Ｐ４～５参照

議案第 ２ 号	 平成 28年度事業計画及び収支予算の決定について
	 ▶Ｐ４～５参照

議案第 ３ 号	 平成28年度事務費賦課金の賦課額及び防災賦課金の賦課額並びに賦課徴収方法の決定について
	 ▶賦課総額 1,348,941 千円

議案第 ４ 号	 役員、顧問、損害評価会委員、損害評価員及び共済部長報酬額の決定について
	 ▶総額 141,954 千円以内

議案第 ５ 号	 退任役員に対する慰労金支給額の決定について
	 ▶ 24,989 千円以内

議案第 ６ 号	 特別積立金の取崩し承認について
	 ▶ 205,466,672 円以内

議案第 ７ 号	 平成 28年度無事戻金の支払について
	 ▶ 39,924 戸以内　201,405,817 円以内

議案第 ８ 号	 平成 28年度集落営農等推進費の交付額決定について
	 ▶７団体以内　1,060,025 円以内

議案第 ９ 号	 余裕金預入先の決定について
	 ▶東邦銀行、農林中央金庫など 14金融機関

議案第 10号	 借入金最高限度額及び借入条件の決定について
	 ▶ 10 億円

議案第 11号	 理事、監事の選任について
	 ▶理事 23名　監事４名

議案第 12号	 損害評価会委員の選任について
	 ▶損害評価会審議委員 71名　損害評価会調査委員 872名

議案第 13号	 建物共済再共済に関する基本契約書の再締結について
	 ▶再共済割合 100分の 30　契約先：全国共済農業協同組合連合会

千
葉 

求 

総
代
（
伊
達
市
）

保
有
す
る

債
権
を
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
い
る
の
か
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
頂

戴
し
ま
し
た
掛
金
等
を
、
共
同
準
備

財
産
と
し
て
備
蓄
し
な
が
ら
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
そ
の
共
同
準
備
財

産
と
い
う
観
点
か
ら
、
損
失
が
生
じ

な
い
よ
う
に
国
債
や
地
方
債
等
の
定

款
で
定
め
ら
れ
た
債
権
の
み
保
有
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
災
害
・
事
故
の

際
に
は
こ
れ
を
取
り
崩
し
て
お
支
払

い
し
ま
す
。
ま
た
、
利
益
・
利
息
を

目
的
と
し
た
運
用
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

神
長
倉 

正
満 

総
代
（
浪
江
町
）

収
支
予
算

書
に
つ
い
て
、
前
年

度
に
対
す
る
増
減
の

額
が
大
き
い
場
合
に
は
そ
の
説
明
を

記
載
願
い
た
い
。

平
成
28
年
度
予
算
は
連
合

会
・
組
合
が
存
在
し
た
27
年
度
と
の

比
較
で
し
た
が
、
29
年
度
の
収
支
予

算
は
28
年
度
と
の
比
較
で
積
算
し
ま

す
の
で
増
減
の
額
は
だ
い
ぶ
小
さ
く

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
増
減
が
大
き
い
場
合
に
は
、

そ
の
理
由
等
を
明
記
す
る
な
ど
、
わ

か
り
や
す
い
資
料
作
り
に
努
め
ま
す
。

粟
野 

茂 

総
代
（
い
わ
き
市
）

７
０
０
万

円
近
く
あ
る
未
収
共

済
掛
金
等
に
つ
い
て
、

県
の
監
査
で
必
ず
指
摘
さ
れ
る
と
思

う
。
極
力
徴
収
し
て
ほ
し
い
。

県
か
ら
も
早
急
に
解
消
す

る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
手
段
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

止
む
を
得
な
い
場
合
に
は
滞
納
処
分

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
解
消
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

議長を務めた佐久間英明総代

主
な
質
問
・
意
見

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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農家経営の
さらなる

バックアップへ

平成27年度
事 業 実 績

平成28年度
事 業 計 画

支払共済金	 15億4,300万円
共 済 金 額	 1兆5,100億円

共 済 金 額	 1兆5,310億円

農 作 物 共 済 平成27年度実績 平成28年度計画

水稲
引 受 6,461,596	a 6,468,250	a

共 済 金 額 41,158,198 千円 39,395,620 千円

支払共済金 93,493 千円 ――

麦
引 受 17,587	a 12,820	a

共 済 金 額 7,239 千円 3,529 千円

支払共済金 25千円 ――

水稲では９月の豪雨により、南会津町や伊達市などで河川が氾濫し、水田に土砂が流入する被害が発生し
ました。また、イノシシによる踏倒しが県内全域の山間部を中心に発生し、稲が枯死しました。麦では４月
上旬の長雨や３月中旬の降雪により、土壌湿潤害が発生しました。

果 樹 共 済 平成27年度実績 平成28年度計画

りんご
引 受 24,279	a 27,000	a

共 済 金 額 649,450 千円 792,067 千円

支払共済金 64,687 千円 ――

ぶどう
引 受 1,736	a 2,130	a

共 済 金 額 52,125 千円 61,665 千円

支払共済金 5,732 千円 ――

な　し
引 受 19,691	a 20,940	a

共 済 金 額 633,250 千円 681,256 千円

支払共済金 4,616 千円 ――

も　も
引 受 31,171	a 37,700	a

共 済 金 額 893,154 千円 1,105,934 千円

支払共済金 45,303 千円 ――

りんごでは強風による落果、傷果、多雨による裂果（つる割れ）のほか、輪紋病や褐斑病などによる被害が
発生しました。ももでは高温乾燥状態が続き樹勢低下などにより果実肥大が抑制され小玉果が発生しました。
また、著しい高温乾燥により新梢伸長の停止が早まり、新梢伸長の停止期が硬核期と重なったこと等により、
核割れによる軟質果が発生しました。

平成27年度	事業実績
平成28年度	事業計画
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家 畜 共 済 平成27年度実績 平成28年度計画

牛・豚・馬
引 受 76,513 頭 74,459 頭

共 済 金 額 9,543,509 千円 8,105,050 千円

支払共済金 530,300 千円 ――

死廃事故は前年と比較すると 582 頭減少し、支払共済金は 1,600 千円増加しました。病傷事故は前年と
比較すると 934 件減少し、支払共済金は 5,051 千円減少しました。

畑 作 物 共 済 平成27年度実績 平成28年度計画

ばれいしょ
引 受 57	a 90	a

共 済 金 額 545 千円 722 千円

支払共済金 0千円 ――

大　豆
引 受 72,128	a 68,700	a

共 済 金 額 139,514 千円 141,788 千円

支払共済金 1,790 千円 ――

そ　ば
引 受 727	a 600	a

共 済 金 額 1,896 千円 1,439 千円

支払共済金 68千円 ――

蚕　繭
引 受 346 箱 340 箱

共 済 金 額 19,379 千円 20,464 千円

支払共済金 53千円 ――

大豆では茎葉生長期、開花期の高温少雨による水不足で干害が発生しました。晩播種の開花期、子実肥大
期は、低温により生育が停滞し、長雨による雨害湿潤害が見られました。

園 芸 施 設 共 済 平成27年度実績 平成28年度計画

園芸施設
引 受 17,684 棟 18,893 棟

共 済 金 額 6,554,983 千円 6,062,751 千円

支払共済金 43,089 千円 ――

１月に急激に発達した低気圧の通過による強風、大雪で被覆物の破損及び構造部材が変形、倒壊する被害
が発生しました。施設内農作物はトマトやイチゴに病害が発生しました。

建物共済・農機具共済 平成27年度実績 平成28年度計画

建　物
引 受 136,517 棟 138,660 棟

共 済 金 額 1,320,020,580 千円 1,345,995,190 千円

支払共済金 436,560 千円 ――

農機具
引 受 52,630 台 54,000 台

共 済 金 額 130,321,800 千円 128,374,850 千円

支払共済金 317,467 千円 ――

建物では落雷事故及び暖冬傾向のため雪害事故も少なく、支払共済金は 4億 8千万円減少しました。農
機具では接触事故による支払いが全体の６割を占めました。
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渡
辺　

利
彦

後
藤　

益
男

宍
戸　

一
郎

遠
藤　

英
記

樋
口　

誠
一

（
伊
達
市
）

（
桑
折
町
）

（
本
宮
市
）

（
郡
山
市
）

（
郡
山
市
）

安
齋　

俊
一

早
川　

栄
二

大
髙　

正
人

山
田　

四
郎

木
田
傳
右
エ
門

（
福
島
市
）

（
田
村
市
）

（
白
河
市
）

（
浪
江
町
）

（
い
わ
き
市
）

齋
藤　

勝
利

（
湯
川
村
）

今
福　

松
司

塩
田
金
次
郎

佐
瀬　

初
彦

太
田　

豊
秋

（
二
本
松
市
）

（
石
川
町
）

（
会
津
若
松
市
）

（
南
相
馬
市
）

新執行体制が
決まりました役

員
紹
介

任期：平成 28年６月１日～平成 31年５月 31日

第１回通常総代会において、27名の役員が選任され
ました。また、６月１日に開催された理事会において、
組合長をはじめとする職務の互選を行いました。

薄
井　

豊
男

大
槻　

友
保

渡
辺　

義
夫

小
林　

正
司

平
野　

茂
夫

（
須
賀
川
市
）

（
須
賀
川
市
）

（
棚
倉
町
）

（
矢
吹
町
）

（
喜
多
方
市
）

猪
俣　

一
徳

星　

又
エ
門

島　
　

義
重

（
会
津
美
里
町
）

（
南
会
津
町
）

（
相
馬
市
）

藁
谷　

昭
夫

（
い
わ
き
市
）

監

事

理

事

副
組
合
長
理
事

組
合
長
理
事

地
区
担
当
理
事

三
浦　

喜
周

小
山　

喜
男

佐
竹　

敏
英

（
二
本
松
市
）

（
喜
多
方
市
）

（
郡
山
市
）

代
表
監
事
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県
北
支
所

（
37
人
）

菅
野　

富
美

渡
邉　
　

修

佐
久
間
英
明

門
馬　

仁
一

渡
辺　

喜
廣

兒
玉　

進
市

後
藤　

新
一

渡
辺　

次
男

二
階
堂
文
雄

小
笛　
　

敬

宍
戸　
　

誠

加
藤　

昌
永

丹
野　

大
壽

安
達　

包
次

二
階
堂
太
三
郎

高
橋　

正
雄

佐
藤　

好
春

大
内　

忠
治

菅
野　

幸
居

阿
部　

喜
悦

早
田
与
喜
治

後
藤　

信
男

橘
内　

忠
明

佐
久
間
利
信

後
藤　

喜
正

総
代
２
８
５
人
が
決
定

新
組
合
設
立
に
伴
い
、
総
代
選
挙
が
４

月
21
日
に
行
わ
れ
、
総
代
２
８
５
名
が
決

定
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
４
月
22
日
か
ら
31
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
組
合
員

を
代
表
し
て
今
後
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

菊
池　

安
弘

霜
山　

貞
一

八
巻　

憲
一

佐
藤　

憲
一

秋
葉　
　

武

鈴
木　

俊
昭

佐
藤　

俊
博

菅
野　

忠
司

宮
口　

幸
一

阿
部　

忠
幸

佐
藤　

正
德

千
葉　
　

求

安
達
支
所

（
28
人
）

鈴
木　

長
右

加
藤　

君
雄

尾
形
喜
代
美

鈴
木　

紘
一

菅
野　

正
司

国
分　

善
一

佐
藤　

運
喜

佐
藤　

次
男

安
齋　

幸
市

佐
々
木
清
正

渡
辺　

武
雄

中
塚　

敏
夫

鈴
木　

廣
直

根
本　

久
雄

武
田　

勝
裕

石
川　
　

昌

三
瓶　

和
彦

橋
本　

和
秋

本
田　

信
一

山
崎　

清
典

菅
野
喜
一
郎

安
部　

幹
男

佐
藤　

源
市

菊
地　

正
喜

野
地　

武
志

川
名　

一
正

伊
藤　

義
治

橋
本　

金
雄

郡
山
田
村
支
所

（
44
人
）

伊
藤　

恒
雄

鈴
木　

光
二

渡
辺　

邦
衛

影
山　

和
雄

大
河
原
則
夫

熊
田　

勝
雄

橋
本　

隆
一

勝
又　

俊
博

佐
藤　

喜
由

鈴
木　

幸
也

白
石　

国
雄

佐
藤　

金
一

遠
藤　

栄
一

吉
川　

一
徳

橋
本　

儀
萬

吉
田　

秀
吉

池
澤　

吉
雄

柏
原　

忠
幸

五
十
嵐
陽
一

舞
木　

武
典

佐
々
木
孝
治

橋
本　
　

稔

高
野　
　

寛

服
部　

徳
秋

渡
邊　

昭
一

古
宮　

聖
一

郡
司　

嘉
一

國
井　

義
成

三
部　

秋
夫

渡
辺　

源
エ

吉
田
新
太
郎

坪
井　

松
男

白
石　

利
夫

戸
井
川
剛
雄

大
山　

友
一

村
上　

邦
夫

山
崎　

光
弘

橋
本　

栄
作

宗
像　
　

功

栗
山　

義
男

渡
辺　

久
雄

春
山　

益
雄

先
崎　

正
勝

吉
田　
　

宏

い
わ
せ
石
川
支
所

（
33
人
）

安
田　

勝
利

箭
内　

寿
一

本
多　

宏
一

有
馬　

茂
勝

橋
本　

克
也

根
本　

栄
一

村
越　

邦
夫

加
藤　

正
直

粟
野　

一
栄

山
田　

和
夫

仲
沼　

義
春

大
塚　

光
法

川
田　

保
秀

浜
尾　

富
之

常
松　
　

栄
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大
須
賀
文
雄

内
山　

一
利

小
山　

正
智

多
田　

正
光

伊
藤　
　

勇

郷　
　
　

徹

吉
田　

正
和

渡
辺　

一
雄

矢
吹　

昌
光

芳
賀　

成
夫

小
林　

金
喜

吉
村　

嘉
安

村
上　

信
一

上
遠
野　

茂

鈴
木　
　

恵

八
旗　

正
紀

田
口　

哲
男

岡
部　

雄
一

白
河
支
所

（
28
人
）

平
久
江
勝
志

砂
川　

重
則

邊
見　

敏
文

力
田　
　

嘉

仁
平
兼
二
郎

北
條　

雄
三

外
山　

徳
彦

藤
田　

利
春

瀬
谷　

忠
弘

松
田　

保
広

大
野　

喜
平

佐
藤　

金
英

小
松　

英
雄

荒
井　

文
彦

斎
須　

孝
一

根
本　

孝
一

蛭
田　

安
幸

佐
久
間
幸
男

鷺
野
谷
弘
行

関
根　

善
徳

秦　
　

栄
一

鈴
木　

孝
男

佐
藤　

喜
一

下
重　

繁
男

井
坂
甲
子
広

寺
内
勘
次
郎

金
澤　
　

實

鈴
木　

良
美

会
津
支
所

（
56
人
）

武
藤　

傳
雄

大
塚　
　

守

佐
藤　

孝
意

酒
井　

喜
好

佐
原　

裕
司

五
十
嵐
一
正

山
口　

雄
一

田
村　

恵
一

鈴
木
一
勢
神

鈴
木　

忠
好

宮
城　

新
平

齋
藤　

辰
雄

武
藤　

豊
昭

渡
部　

和
夫

佐
藤　

政
仁

井
上　

軍
八

星　
　

健
一

木
鋤　

高
夫

吉
川　
　

崇

長
谷
川
兵
栄

遠
藤　

耕
市

佐
々
木
博
之

山
野　

信
浩

鴇
巣　

文
昭

渡
辺　

浩
幸

竹
本　

一
扶

阿
部　

孝
一

土
屋　

勇
雄

鶇
巣　
　

守

新
国　

善
仁

樋　
　

光
雄

大
竹　

宗
一

杉
原　

文
夫

山
ノ
内
正
彦

大
竹
世
紀
子

五
十
嵐　

稔

角
田　

雅
雄

金
子　

昭
男

二
瓶　

正
雄

目
黒　

一
男

五
十
嵐
富
夫

荒
家　
　

普

木
村　

憲
雄

横
山　
　

仁

荒
井　

功
一

渡
部　

益
弘

薄　
　

俊
昭

渡
部　

紀
展

広
野　

忠
司

小
山　

裕
司

大
法　

治
典

星　
　

利
一

星　
　

正
喜

渡
部　

正
人

馬
場
絃
一
郎

馬
場　

新
介

相
馬
支
所

（
24
人
）

武
島　

竜
太

田
中　

孝
治

阿
部　
　

誠

佐
藤　

辰
雄

荒　
　

一
信

山
田　
　

登

堀
内　

義
幸

水
戸　

嘉
一

岡
元　

金
良

八
巻　

定
男

木
幡　
　

栄

高
平
栄
次
郎

武
山　

正
孝

平　
　
　

守

本
間　

健
一

大
塚　

岳
美

寺
澤　

白
行

桑
折　

周
一

梅
田　

敏
雄

菅
野　

新
一

三
浦　
　

盛

永
野　

芳
和

佐
藤　

良
一

黒
木　

俊
幸

双
葉
支
所

（
14
人
）

大
和
田
宏
一

横
田　

和
希

鈴
木　

徳
雄

猪
狩　
　

守

三
瓶　

一
昭

西
内　

幸
雄

佐
藤　

久
夫

鵜
沼　

一
夫

神
長
倉
正
満

武
藤　

栄
治

山
田　

清
治

遠
藤　

和
雄

河
原　

修
一

吉
田　

義
則

い
わ
き
支
所

（
21
人
）

白
土　

哲
夫

酒
井　

清
志

富
岡　

信
平

加
藤　

義
勝

渡
邊　

雄
八

志
賀　

俊
文

根
内　

一
彰

吉
田　

悦
雄

若
松　

長
寿

粟
野　
　

茂

髙
木　
　

完

木
田　

征
一

丹
野　
　

清

瀬
谷　

進
一

佐
藤　

功
男

蛭
田　
　

栄

澤
田　

恭
夫

鈴
木　

昌
孝

山
野　
　

仁

大
竹　

正
男

大
川
原
幸
一
郎

※
敬
称
略
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新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
す
が
、
身
近
に
思
え

た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
、
役
員
や
総
代
の
定

数
を
削
減
さ
れ
、
組
合
員
の
声
を
今
後

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
気

が
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
も
言
え
ま

す
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
も
今
ま
で
以
上
に

自
助
努
力
や
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
た

だ
き
、
広
い
福
島
県
内
の
地
域
特
性
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
で
、
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ハ
ウ
ス
で
は
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
・
玉
ね
ぎ
・
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
、
対
応
が
遅
れ
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
り
し
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員

に
身
近
な
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
い
て
く
だ
さ

い
。

米
価
の
低
下
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
り
、
農
業
環
境
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
予
測
で
き
な
い
の
で
、
農
家
の

経
営
安
定
の
た
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
よ
り
迅
速
な
対
応
を
望
み
ま
す
。

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
行
っ
て
い
る
チ
ッ

パ
ー
処
理
（
剪
定
枝
破
砕
処
理
）
を
毎

年
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

破
砕
さ
れ
た
木
く
ず
は
、
樹
体
の
根
元

に
ま
き
活
用
で
き
る
の
で
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

合
併
し
た
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
組
合
員
の
た
め
に
な
る
、

密
度
の
高
い
事
業
の
展
開
を
新
生
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

菅
野 

幸ゆ
き

居い

さ
ん
（
73
）

福
島
市

◦
水
稲
20
㌃
、
野
菜
50
㌃

渡
辺 
幸
正
さ
ん
（
68
）

郡
山
市

◦
水
稲
44
㌃
、
園
芸
ハ
ウ
ス
６
棟

二
瓶 

光
義
さ
ん
（
68
）

石
川
町

◦
水
稲
2
・
3
㌶

鈴
木 

光
一さ
ん
（
68
）

い
わ
き
市

◦
ナ
シ
35
㌃

県北
支所

いわせ石川
支所

こ
れ
か
ら
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
期
待
す
る
こ
と
組
合
員
の
声

地域特性に
合ったサービスを
お願いします。

これからも
組合員に身近な
ＮＯＳＡＩで
いてください。

さらなる
サービスの
向上やより
迅速な対応を。

組合員の
ためになる
密度の高い
事業展開を。

郡山田村
支所

いわき
支所
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今
年
４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
、
二
本
松
市
東
新
殿
に
あ
る
道
の
駅
「
さ

く
ら
の
郷
」（
運
営
：
企
業
組
合
さ
く
ら
の
郷
＝

山
崎
友
子
代
表
＝
58
歳
、会
員
68
名
）。
野
菜
や

加
工
品
の
販
売
の
ほ
か
、
食
堂
も
運
営
し
て
お

り
、
地
元
の
常
連
客
や
観
光
客
で
連
日
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

会
員
の
多
く
は
女
性
で
、
手
塩
に
か
け
て

作
っ
た
野
菜
を
、
自
分
達
で
店
頭
に
並
べ
ま

す
。
売
れ
残
っ
た
場
合
は
持
ち
帰
り
と
な
る
た

め
、
大
き
さ
を
揃
え
た
り
、
種
類
を
増
や
し
た

り
、
商
品
力
を
上
げ
る
た
め
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

店
に
は
、地
元
野
菜
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
、味

お
こ
わ
、も
ち
、コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
、会
員
が
手
づ

く
り
し
た
加
工
品
も
豊
富
に
揃
い
ま
す
。
中
で

も
「
ゴ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
」
は
、
休
日
と
も
な
る

と
即
売
り
切
れ
る
人
気
商
品
。
今
年
４
月
に
新

設
し
た
ス
イ
ー
ツ
部
門
で
は
、
こ
の
時
期
ア
ッ

プ
ル
パ
イ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
プ
リ
ン
な
ど
を
販
売

中
で
す
。

食
堂
で
は
、
地
元
産
の
食
材
と
手
づ
く
り
に

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
人
気
の
そ
ば
、
う
ど
ん

は
、
地
元
産
の
粉
を
用
い
、
熟
練
の
技
で
手
打

ち
し
た
麺
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

率
先
し
て
店
頭
に
立
つ
山
崎
代
表
は
「
生
産

者
も
、
消
費
者
も
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
、
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
道
の
駅
さ
く
ら
の
郷

（
☎
０
２
４
３
・
６
８
・
４
７
７
０
）

「
農
業
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
。

だ
か
ら
、
知
っ
て
い
る
土
地
を
選
び
ま
し

た
」。
昨
年
４
月
に
鮫
川
村
に
移
住
し
、新

規
就
農
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
伊
藤
真
之

さ
ん（
29
）。
神
奈
川
県
川
崎
市
出
身
の
伊

藤
さ
ん
は
、
大
学
在
学
中
に
「
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
」
と
し
て
、
１
年
間
鮫
川
村

で
生
活
。
大
学
卒
業
後
は
、
茨
城
県
の
農

業
法
人
で
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

就
農
２
年
目
の
今
年
は
、
水
稲
70
㌃
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
に
野
菜
20
㌃
、
鮫
川
村

特
産
品
の
大
豆
30
㌃
、
エ
ゴ
マ
10
㌃
の
作

付
け
を
予
定
。
農
地
と
農
機
具
は
、
す
べ

て
地
元
の
農
家
か
ら
無
償
で
借
り
受
け
て

い
ま
す
。「
初
期
投
資
が
ほ
と
ん
ど
か
か

ら
な
か
っ
た
の
は
、
協
力
隊
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
た
ち
の
お
か
げ
。
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。

今
年
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
け
は
「
標
高

５
０
０
ｍ
ほ
ど
に
あ
る
農
地
の
冷
涼
な
気

候
を
活
か
し
た
い
」と
、３
月
下
旬
か
ら
作

型
を
ず
ら
し
て
定
植
し
、
品
薄
と
な
る
夏

場
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
試

行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
「
作
物
が
育
つ
の

を
見
た
り
、
畑
を
ど
う
使
お
う
か
、
販
売

先
は
ど
こ
に
し
よ
う
か
を
考
え
た
り
す
る

の
が
面
白
い
」
と
も
。

現
在
の
課
題
は
、
冬
の
収
入
源
の
確
保
。

「
農
業
だ
け
で
生
計
を
立
て
た
い
の
は
や

ま
や
ま
で
す
が
、
こ
の
村
で
冬
に
作
物
を

作
る
の
は
難
し
い
。
ま
ず
は
、
農
業
を
主

に
副
収
入
を
得
な
が
ら
、
自
分
が
食
べ
て

い
け
る
収
入
を
上
げ
た
い
」
と
今
後
を
見

据
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
元
気
通
信
！

商品を手にする会員。左から遠藤真由美さん、
安斎明美さん、佐藤こずえさん

キャベツの苗を定植する伊藤さん

安達支所

白河支所

地
域
に
元
気
を
届
け
よ
う
と
、
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
。

日
頃
の
活
動
の
様
子
や
今
後
の
展
望
を
、
各
支
所
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

真心込めた一品一品に
笑顔を添えて

「道の駅さくらの郷」

移
住
し
た
鮫
川
村
で
試
行
錯
誤
も

楽
し
み
な
が
ら
就
農
２
年
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

生産者も消費者も

みんな笑顔に！

何事も
楽しみながら！
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西
会
津
町
の
「
に
し
あ
い
づ
農
林
産
物

加
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
加
盟
し
、
６
次

化
商
品
を
開
発
し
て
い
る
「
ハ
ウ
ス
キ
ッ

チ
ン
」
の
目
黒
満
里
子
代
表
（
55
）。
２
年

ほ
ど
前
か
ら
、
野
菜
を
使
っ
た
菓
子
、
惣

菜
、
漬
物
、
餅
な
ど
の
農
産
物
加
工
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
原
料
と
な
る
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
米
な
ど
の
農
作
物
を
、
家
族

が
一
丸
と
な
り
栽
培
。
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
は
、
栄
養
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
た
土
壌
づ
く
り
で
す
。
目

黒
代
表
は
「
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

完
熟
ト
マ
ト
を
ま
る
ご
と
搾
っ
た
無
塩

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
（
委
託
加
工
）、
完
熟

ト
マ
ト
本
来
の
持
つ
風
味
と
食
感
を
生
か

し
た
ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
、
赤
カ
ボ
チ
ャ
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
皮
ま
で
丸
ご
と
使
っ

た
カ
ボ
チ
ャ
ジ
ャ
ム
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、

こ
の
秋
ご
ろ
に
町
内
の
道
の
駅
に
並
ぶ
予

定
で
す
。

目
黒
代
表
は
「
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
西

会
津
町
の
気
候
や
土
壌
に
適
し
た
作
物
を

栽
培
し
て
、
こ
の
町
な
ら
で
は
の
新
商
品

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
抱

負
を
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ウ
ス
キ
ッ
チ
ン

（
☎
０
２
４
１
・
４
５
・
３
９
０
３
）

南
相
馬
市
小
高
区
の
特
定
農
業
団
体

「
フ
ァ
ー
ム
蛯
沢
」（
佐
藤
良
一
組
合
長
＝

62
歳
、
構
成
員
６
名
）
で
は
、
原
発
事
故

か
ら
の
営
農
再
開
へ
向
け
栽
培
し
た
菜
の

花
か
ら
作
っ
た
菜
種
油
「
浦う
ら

里ざ
と

の
雫
」
を

販
売
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
、
県
の
補
助
事
業
の
交
付

金
を
受
け
、
収
穫
し
た
菜
種
を
試
験
的
に

搾
油
。そ
の
際
、油
か
ら
の
放
射
性
物
質
は

検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
年
に
は
搾

油
す
る
前
の
菜
種
も
検
査
し
、
放
射
性
物

質
が
基
準
値
を
下
回
る
こ
と
を
確
認
。
製

品
化
に
当
た
っ
て
は
、
全
工
程
を
被
災
地

で
あ
る
県
内
で
行
い
た
い
と
の
強
い
思
い

か
ら
、二
本
松
市
の
「
株
式
会
社
Ｇ
Ｎ
Ｓ
」

の
協
力
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

製
品
名
の
「
浦
里
」
と
は
、
佐
藤
組
合

長
の
地
元
で
あ
る
小
高
区
福
浦
地
区
で
は
、

子
供
た
ち
の
こ
と
を
「
浦
里
っ
こ
」
と
呼

ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
復
興
へ
の
思

い
を
託
し
ま
し
た
。
現
在
、
菜
種
油
の
他

に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
応
じ
て
仕
上
げ
た
、

料
理
用
の
食
べ
る
菜
種
油
（
５
種
類
）
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

「
焼
酎
の
原
料
と
な
る
『
ソ
ル
ガ
ム
き

び
』
や
パ
ル
プ
の
代
替
資
源
と
し
て
注
目

の
『
ケ
ナ
フ
』
の
栽
培
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
６
次
化
を
成
功
さ
せ
て
、
震
災

前
よ
り
も
安
定
し
た
営
農
を
目
指
し
た
い

で
す
ね
」
と
、
佐
藤
組
合
長
は
意
欲
に
燃

え
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
ア
グ
リ
マ
ッ
ク
ス
21

（
☎
０
２
４
４
・
２
４
・
０
７
６
６
）

左から目黒代表、夫の輝夫さん（５４）、長男の和人さん（２７）

一面に広がる菜の花畑では、見学ツアーも行われた。中央が佐藤組合長

菜の花オイル（奥）と
食べる菜種油（手前）

会津支所

相馬支所

小高に咲き誇る
復興の花から生まれた
菜の花オイル「浦里の雫」

西会津町ならではの
６次化商品開発に取り組む
「ハウスキッチン」

これからも
新しいことに
チャレンジ！

復興へ
力を合わせ
頑張ります！
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
今
回
か
ら
健
康

に
つ
い
て
、
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
清
明
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
佐
藤
睦
子
で
す
。
少
し
で
も〝
健

康
〟
へ
の
意
識
・
関
心
を
、
高
め
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

今
回
の
熊
本
の
災
害
で
、
５
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
ま
だ
続
く
放
射
能
汚
染
と
福
島

離
れ
の
中
、
65
歳
以
上
の
人
口
が
３
人
に
１

人
を
占
め
る
福
島
県
で
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
、

健
康
管
理
に
普
段
ど
の
程
度
関
心
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
る
か
を
、
改
め
て
見
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
質
問
で
す
。「
日
頃
か

ら
自
分
の
体
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す

か
？
」「
５
年
後
10
年
後
に
、
ど
ん
な
自
分
で

い
た
い
で
す
か
？
」
健
康
を
育
み
、
維
持
す

る
こ
と
は
、
充
実
し
た
人
生
設
計
を
支
え
る

重
要
な
手
段
の
一
つ
で
す
。
心
と
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
健
康
な
生
活
を
続
け
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
一
番
心
配
な

の
は
熱
中
症
で
す
。
熱
中
症
は
決
し
て
真
夏

に
だ
け
起
こ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
度

と
湿
度
と
風
の
有
無
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
る

「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）」
と
呼
ば
れ
る
、熱

中
症
の
危
険
度
を
表
す
数
値
が
あ
り
、
そ
の

数
値
に
基
づ
い
て
、
気
象
庁
か
ら
警
戒
注
意

予
報
が
出
さ
れ
ま
す
。
気
温
25
℃
で
も
、
湿

度
が
高
く
風
が
無
け
れ
ば
、
危
険
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
の
作

業
、
特
に
水
撒
き
は
、
大
変
に
危
険
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
常
に
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
初
夏
の
時
期
は
、
ま
だ
体
が

暑
さ
に
順
応
し
て
い
な
い
た
め
、
短
時
間
で

も
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防
法
は
、
こ
ま
め
に
水
分
と

塩
分
を
と
る
こ
と
。
氷
や
冷
た
い
お
し
ぼ
り

な
ど
、
体
を
冷
や
す
も
の
を
身
近
に
置
く
こ

と
。
う
ち
わ
や
扇
風
機
で
風
に
当
た
る
こ
と

な
ど
で
す
。
初
期
症
状
は
、
め
ま
い
・
気
分

不
快
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
筋
肉
の
硬
直
な
ど

で
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
・
痙
攣
・
失

神
を
起
こ
し
、
救
急
搬
送
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
大
事
な
の
は
、
症
状
が
出
る
前
に
予
防

す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
農
作
業
の
際
に
水
筒

や
お
し
ぼ
り
、
う
ち
わ
な
ど
を
持
っ
て
出
掛

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

清明クリニック　佐藤	睦子

はじめよう!
健康生活

気温（参考） ＷＢＧＴ温度 熱中症予防運動指針

35℃以上 31℃以上 運動は原則中止

31～ 35℃ 28～ 31℃ 厳重警戒（激しい運動は中止）

28～ 31℃ 25～ 28℃ 警戒（積極的に休息）

24～ 28℃ 21～ 25℃ 注意（積極的に水分補給）

24℃未満 21℃未満 ほぼ安全（適宜水分補給）

（公財）日本体育協会
「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2013）より

◦運動に関する指針

◦平常時の体温調整反応

暑さで体温が上昇

汗が蒸発し、
体温の熱は

外気へ逃げていく
皮膚温度が上昇し、
体温の熱は

外気へ逃げていく

運動・活動で体温が上昇

汗や皮膚温度で
体温が調整される

気をつけよう!
熱中症

第１回
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からのお知らせ

今
年
か
ら
は
７
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
今
年
は
納
入
期
限
が
休

日
の
た
め
、
民
法
第
１
４
２
条
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
翌
日
の
８
月

１
日
が
納
入
期
限
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方

は
、指
定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
掛
金
の
納

入
期
限
は
７
月
21
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方

は
、指
定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
掛
金
の
算
定
方
法

共
済
掛
金
は
、
共
済
金
額
※
１
と
共
済

掛
金
率
※
２
を
基
に
、
組
合
員
ご
と
に
計

算
さ
れ
ま
す
。
共
済
掛
金
か
ら
国
の
負

担
部
分
（
５
割
）
を
差
し
引
い
た
金
額

が
組
合
員
負
担
掛
金
と
な
り
ま
す
。

畑
作
物（
大
豆
）共
済
掛
金
の
算
定
方
法

共
済
掛
金
は
、
共
済
金
額
※
１
と
共
済

掛
金
率
※
２
を
基
に
、
組
合
員
ご
と
に
計

算
さ
れ
ま
す
。
共
済
掛
金
か
ら
国
の
負

担
部
分
（
５
・
５
割
）
を
差
し
引
い
た
金

額
が
組
合
員
負
担
掛
金
と
な
り
ま
す
。

※
１	

共
済
金
額
は
、共
済
事
故
で
損
害
が
生
じ
た

時
に
組
合
が
支
払
う
共
済
金
の
最
高
額
で
す
。

※
２	

共
済
掛
金
率
は
、
過
去
の
被
害
率
を
基
礎

と
し
て
引
受
方
式
及
び
補
償
割
合
別
に
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
ま
す
。
適
用
さ
れ
る
率
は
、

地
域
ご
と
及
び
組
合
員
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

注
）
共
済
掛
金
の
ほ
か
に
賦
課
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
１	

共
済
金
額
は
、共
済
事
故
で
損
害
が
生
じ
た

時
に
組
合
が
支
払
う
共
済
金
の
最
高
額
で
す
。

※
２	

共
済
掛
金
率
は
、
過
去
の
被
害
率
を
基
礎

と
し
て
引
受
方
式
及
び
補
償
割
合
別
に
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
ま
す
。

注
）
共
済
掛
金
の
ほ
か
に
賦
課
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の

納
入
期
限
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

畑
作
物
（
大
豆
）

共
済
掛
金
の
納
入
期
限

10アール当たりの共済掛金計算例

10アール当たりの共済掛金計算例

■一筆方式７割補償の場合
・基準単収　500㎏
・選択単位当共済金額　176円

 引受収量 ＝	基準収穫量	×	補償割合
	 350㎏	＝	 500㎏	×	７割

共済金額 ＝	 引受収量	×	単位当共済金額
	61,600円	＝	 350㎏	×	176円

共済掛金	＝	 共済金額	×	共済掛金率
	 492円＝	61,600円	×	0.8％

 組合員負担掛金	＝	共済掛金	－	国庫負担額
	 246円	＝	 492円	－	246円

■一筆方式７割補償の場合
・基準単収　150㎏
・選択単位当共済金額　306円

 引受収量 ＝	基準収穫量	×	補償割合
	 105㎏	＝	 150㎏	×	７割

共済金額 ＝	 引受収量	×	単位当共済金額
32,130円	＝	 105㎏	×	306円

共済掛金	＝	 共済金額	×	共済掛金率
	 610円＝	32,130円	×	1.9％

 組合員負担掛金	＝	共済掛金	－	国庫負担額
	 275円	＝	 610円	－	335円

  

水
稲

  

大
豆

共
済
掛
金
の
納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

8

7

1

21

月

木

まで

まで

例えば

例えば
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からのお知らせ

園
芸
用
ハ
ウ
ス
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

昨
今
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
で
、
局
地
的
な
豪
雨
や
突
風
な
ど
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

園
芸
用
ハ
ウ
ス
は
常
に
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
加
入
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
に
被
害
が
発
生
し
た
時
は
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

各
支
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

補償の対象となる災害は…

園
芸
施
設
共
済
と
は
…

園
芸
用
ハ
ウ
ス
に
、
自
然
災
害
等
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
時
、
損
害
を
補
償

す
る
制
度
で
す
。

補
償
の
対
象
は
…

⃝

特
定
園
芸
施
設
（
本
体
＋
被
覆
材
）

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨

ハ
ウ
ス
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど

⃝

附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か
ん
水
施

設
、
自
動
制
御
施
設
な
ど

⃝

施
設
内
農
作
物

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、

花
き
類
の
生
産
費

そ
の
ほ
か
の
補
償

⃝

撤
去
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）
の

解
体
、
撤
去
、
処
分
に
要
す
る
費
用

⃝
復
旧
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）、附

帯
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費
用

加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

被
害
が
発
生
し
た
ら
、

す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を

ご
加
入
し
て
い
る
園
芸
用
ハ
ウ
ス
等
に

被
害
が
発
生
し
た
と
き
、施
設
内
農
作
物
に

病
虫
害
の
兆
候
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、損

害
評
価
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
速
や
か

に
左
記
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
損
害
の
通
知
が
遅
れ
被
害
状
況
を
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
連
絡
は

県北支所 024（544）2717
安達支所 0243（23）7777
郡山田村支所 024（933）3307
　田村出張所 0247（82）0249
いわせ石川支所 0247（37）1003
白河支所 0248（27）1121
　棚倉出張所 0247（33）2261
会津支所 0241（28）1113
　南会津出張所 0241（62）5588
相馬支所 0244（23）6236
双葉支所 0240（23）6522
いわき支所 0246（24）1166

水害で被害を受けた園芸用ハウスと施設内農作物（会津支所管内）

風水害、ひょう害、
雪害その他
気象上の原因

（地震及び噴火を含む）
による災害

火災、破裂
及び爆発

鳥獣害病虫害航空機の墜落、
車両の衝突及び接触

14ひかり NOSAIふくしま 2号



からのお知らせ

自
然
災
害
の
備
え
に
「
総
合
共
済
」

を
お
勧
め
し
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」

で
は
火
災
や
落
雷
に
よ
る
損
害
を
補
償
す
る

「
火
災
共
済
」
と
火
災
共
済
の
補
償
に
併
せ

て
自
然
災
害
や
地
震
に
よ
る
損
害
を
補
償
す

る
「
総
合
共
済
」
の
２
種
類
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き

ま
す
が
、
風
害
、
水
害
、
土
砂
崩
れ
等
の
自

然
災
害
に
よ
る
損
害
の
補
償
に
は
「
総
合
共

済
」
の
ご
加
入
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
ご
検
討
下
さ
い
。

（
地
震
に
よ
る
損
害
の
補
償
は
加
入
共
済
金

額
の
30
％
限
度
）

落
雷
に
よ
る
家
庭
電
化
製
品
の
損
害

は
家
具
類
の
ご
加
入
が
必
要
で
す

夏
に
多
い
落
雷
に
よ
る
損
害
は
「
火
災
共

済
」
の
補
償
対
象
で
す
。
こ
れ
は
建
物
及
び

付
属
設
備
（
室
外
機
の
あ
る
エ
ア
コ
ン
、
ボ

イ
ラ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
、
換
気
扇
等
）
に
発
生

し
た
損
害
を
補
償
し
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
、
電
話
機
、
冷
蔵
庫
、

窓
型
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
レ
ン
ジ

建
物
共
済

農
機
具
共
済

等
は
建
物
と
は
別
に
家
具
類
の
ご
加
入
が
必
要
で
す
。

ご
家
族
の
家
具
類
も
大
き
な
財
産
な
の
で
左
図
を
参

考
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

家
具
類
の
み
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
住
宅

と
合
わ
せ
て
ご
加
入
願
い
ま
す
。

農
機
具
共
済
無
事
故
割
引
・

有
事
故
割
増
料
率
制
度
を

導
入
し
ま
し
た

田
植
え
作
業
も
一
段
落
し
、
今
は

野
菜
、
果
樹
等
の
農
機
具
で
の
作
業

も
多
く
な
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

農
機
具
共
済
「
の
う
き
く
ん
」
で

は
今
年
４
月
よ
り
総
合
共
済
に
お
い

て
、
無
事
故
と
有
事
故
農
機
具
の
掛

金
負
担
と
給
付
の
公
平
性
を
図
る
た

め
、
ご
加
入
の
農
機
具
が
２
年
連
続

期
間
中
に
無
事
故
で
あ
れ
ば
、
３
年

目
の
契
約
時
に
共
済
掛
金
を
割
引
き
、

損
害
共
済
金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
場

合
は
翌
年
の
契
約
時
に
共
済
掛
金
が

割
増
と
な
る
「
無
事
故
割
引
・
有
事

故
割
増
料
率
制
度
」
を
導
入
し
ま
し

た
。こ

れ
は
今
年
４
月
よ
り
新
規
の
ご

加
入
、
ま
た
は
継
続
で
加
入
さ
れ
た

農
機
具
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

農
機
具
共
済
の
耐
用
年
数
が

変
わ
り
ま
し
た

今
年
４
月
よ
り
、
今
ま
で
機
種
ご

と
に
耐
用
年
数
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
法
定
耐
用
年
数
に
準
じ
て
全

機
種
「
７
年
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
新
規
で
更
新
共
済
に
ご
加

入
の
場
合
は
３
年
以
上
、
最
高
７
年

の
間
で
ご
加
入
年
数
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

農
機
具
の
安
全
運
転
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う

忙
し
い
時
期
や
日
々
の
天
候
に
よ

り
農
作
業
に
も
無
理
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
無
理
が
基

本
操
作
を
怠
り
農
機
具
事
故
と
な
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
日
ご
ろ
よ

り
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
始
業
前
の
点
検
も
農
機
具
を
よ

り
長
く
ご
使
用
い
た
だ
け
る
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

い
つ
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
、
農
機
具
共
済
に

ご
加
入
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
継
続
加
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

20坪（66㎡）まで 480

40坪（132㎡）まで 610

70坪（231㎡）まで 770

70坪を超えるもの 815

住
宅
延
べ
面
積

万円

万円

万円

万円

550

620

730

765

万円

万円

万円

万円

25歳以上 215
25歳未満 145

男
子

女
子

成
人 25歳以上 460

25歳未満 275

大学生
男子 115
女子 200

小・中・高生（男女共通） 70
幼児（男女共通） 40

万円

万円

万円

万円

万円

万円

40万円万円万円万円万円万円 2,300=

= ✚

70460215730770 万円

家具類の価額

例えばこんな
６人家族の場合…
世帯主夫妻・
おじいちゃん・おばあちゃん
子供２人（男子中学生、幼児）
（例）延べ面積6０坪（１98㎡）

個人家具
（その他の家族の家具）

✚

✚✚✚✚✚

世帯主夫妻
の家具共通家具

共通
家具

家具類
ご加入の
目安額

約

万円

万円
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からのお知らせ

あ
と
が
き

早
い
も
の
で
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、

本
広
報
紙
も
第
２
号
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。
今
号
か
ら
は
、
各
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
事
業
の
ご
案
内
や
地
域
の
話
題

な
ど
の
記
事
を
充
実
さ
せ
、
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

記
事
の
中
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
ご
登
場
を
依
頼
す
る
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
企
画
の
一
つ
と
い
た
し

ま
し
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
の
産
業

医
で
あ
る
、清
明
ク
リ
ニ
ッ
ク（
福
島

市
）
の
佐
藤
睦
子
先
生
に
よ
る
連
載

も
始
ま
り
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ま

へ
の
季
節
に
応
じ
た
健
康
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ

ひ
お
読
み
い
た
だ
き
、
日
頃
の
健
康

管
理
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

表
紙
写
真

　

繁
殖
農
家
の
山
田
豊
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
震
災
後
、
飯
舘
村
か
ら
中
島

村
に
避
難
し
、
一
昨
年
に
福
島
市
飯
野
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
畜
舎
に
は
、

か
わ
い
い
仔
牛
か
ら
重
量
級
の
成
牛
ま
で
約
70
頭
が
緑
豊
か
な
自
然
の
中

で
の
ん
び
り
と
育
っ
て
い
ま
し
た
。

編
集
・
発
行

福
島
県
農
業
共
済
組
合
（
N
O
S
A
I福
島
）

〒
960-8031	福

島
市
栄
町
6番
6号
	

TEL.	024-521-2715　
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2016.6

平
成
28
年
5
月
31
日
付
け
で
退
職

と
な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
相
馬
支
所
…
佐
々
木	

実

平
成
28
年
6
月
1
日
付
け
で
採
用

と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◦
本
所
…
宮
澤	

香
織

気
象
庁
の
長
期
予
報
に
よ
る

と
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬

に
か
け
て
は
、
気
温
が
平
年
並

み
ま
た
は
高
く
、
雨
や
曇
り
の

日
が
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

梅
雨
の
季
節
は
、
飼
料
や
飲

み
水
が
変
質
し
や
す
く
、
下
痢

や
乳
房
炎
な
ど
の
病
気
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

梅
雨
時
は
、
人
と
同
様
に
牛

に
と
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
の
多
い

時
期
で
す
の
で
、
以
下
の
点
に

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う

梅
雨
時
は
と
か
く
牛
舎
内
が

多
湿
と
な
り
ま
す
。
窓
の
開
閉

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

な
ど
を
こ
ま
め
に
行
い
換
気
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
扇
風
機

を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

牛
床
を
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う

牛
床
が
湿
潤
状
態
に
な
る
と
、

乳
房
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。
こ
ま
め
な
除
糞
や
敷

藁
を
多
く
す
る
な
ど
し
て
、
牛

床
を
常
に
乾
燥
さ
せ
る
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。

⃝

飼
料
保
管
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

梅
雨
時
に
は
飼
料
に
カ
ビ
が

生
え
た
り
、
変
敗
す
る
こ
と
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
購
入
し
た

飼
料
は
吸
湿
し
な
い
よ
う
に
通

梅
雨
時
期
の
飼
養
管
理
に
関
す
る
注
意
点

気
を
良
く
し
、
雨
な
ど
が
絶
対

に
入
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、飼
料
タ
ン
ク
や

ミ
キ
サ
ー
な
ど
の
定
期
的
な
清

掃
や
保
管
場
所
の
確
認
も
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

⃝

新
鮮
な
水
を
十
分
飲
水
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

こ
の
時
期
は
、
高
温
多
湿
に

よ
り
飲
水
量
が
増
加
し
ま
す
の

で
、
充
分
に
新
鮮
な
水
が
飲
め

る
環
境
整
備
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

⃝

牛
舎
や
使
用
器
具
の
消
毒

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

梅
雨
時
に
は
多
く
の
細
菌
が

増
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
消

毒
に
よ
り
有
害
細
菌
を
殺
菌
し
、

感
染
機
会
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

NOSAI 福島本所
家畜部長兼臨研所長
山野辺		浩

２
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りか
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